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日本藻類学会の入会申込みについて
日本務類学会に入会を希望される方は， 学会ホームページ(http://

wwwsoc.nii.ac.jp/jsp)の 「入会案内」から入会申込書 (Microsoft

Wordファイル)をダウンロードし，必嬰事項を記入の上，電子メ ー

ルに添付して会員事務担当(長盟千香子 jsp@wwwsoc.nii.ac.jp)

まで送付してください。記入の際は同忠一ムページにアップして

あります記入例をご参照 ください。ホームページをご覧いただけ

ない方は，このページをコ ピーし， ご記入のー|二，会員事務担当へ

郵送もしくは Faxしてください。

該当する会員種別の年会費(普通会員 8，000円， 学生会員 5，000

円)は郵便振替でお支払いいただきますようお願いいたします。な

お，普通会員に限り， 2 年目以降は会裂の I~I 露b振替がご利用できま

すので，ご希望の方は会員事務担当までご連絡ください。

入会申込書送付先 干 051-0003 室蘭市母恋南11汀1-13

北海道大学北方生物圏フィ ールド科学

センタ一室関臨海実験所

長里 千香子宛

TEL: 0143-22-2846 

FAX; 0143-22田 4135

E-mail: jsp@wwwsoc.nii.ac.jp 

会費払込先 郵便振替口座番号 :01640-8-2747 

加入者名 . 日本部類学会

一一一一一一一 記入項目 一一一一一一一一一一

・必須項目

0'*'し込み年月日 : 年 月 日

0入会希望年度(新年度は 1月から): 年度

O氏名 (日本語): 

0氏名(英語): 

0所属機関名(日本語): 

0所属機関名 (英語): 

0所属住所(日本語): 〒

0所属住所(英語): 

O所属電話 :

0所属 Fax:

0 所属 E】 mail:

. 会誌の送付先を自宅に希望される方は以下の項目をご記

入下さい。

O自宅住所(日本語): 干

O 自宅住所(英語): 

o I~I 宅電話 ・

0自宅 Fax:

0自宅 E-mail:

. 会員種類 該当する項目の口に J をご記入下さい。

(メ ールの場合は，該当しない項目を消去)

口普通会員 (8，000円)

口学生会員 (5，000円)※

(指導教官署名)

(E-mail: 

※学生会員の場合は，郵便服替用紙の通信欄に指導教官

の署名とメ ールアドレスの記載をお願いします。卒業等で

連絡が取れない場合は指導教官に問い合わせる場合があり

ますので，あらかじめご了承ください。

- 会誌送り先 口 所属先 口自宅

。会誌:およひ、名簿に公開を希望しない項目があ りましたら，項

目先頭のOに iXJ をご記入ください。メールの場合は，0を iXJ

にi置き換えてくださし当。 数字は半角で入力してくださし'0

自動振替による会費納入のお願い

会員各位

会員管理事務の効率化と経費削減のため，gl動振替による会費納入にこや協力下さいますようお師、い申し上げます。当面の聞は引き落とし手数

料(税別 155円)を学会の負担とさせていただきます。また， I~I動振替をご利用の会員全員に領収書を発行させていただいております(送

付は 12月末の引き落とし後)。

事務手続き上，外国会員につきましては従来週りクレジ、ツトカードによる，また学生会員につきましては郵便振替による振込みのみとさせていた

だきますので，ご了承ください。振替依頼文書をご希望の方は，下記事務局まで、ご、辿絡いただきますようお願い申し上げます。

庶務幹事 (会員担当) 長盟千香子

[お申込み ・お問い合わせ先] 〒051-0003 室間市母恋南IIIJI-J 3 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター

室闘臨海実験所 長里千香子 Tel 0143-22-2846 Fax 0143-22-4135 E-mail: jsp@wwwsoc.nii.ac.jp 

表紙の写真 アントクメ Eckloniposisradicosa (2009年 5月，鹿児島県出水郡長島町， 撮影 :寺田)



賛助会員

北海道栽培漁業振興公社(〒060・0003;f儲糊』幌市中央臨3条西7丁目 1糊繕第二水産ビル4階)

阿寒観光汽船株式会社(干085剖 67糊緒釧路市阿寒町阿寒湖温泉1・5-20)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会(〒27初 014市111市田尻3-4-1)

有限会社浜野顕微鏡(〒113-0033東京都文京区本郷5・25-18)

株式会社ヤクルト本社研究所(〒186・8650東京都国立市綿1796)

神協産業株式会社〈〒742-15白山口県熊毛郡田布施町漉野962-1)

理研食晶株式会社(〒985・8540宮城県多賀櫛宮内各5・60)

マイクロアルジエコーポレーション株式会社{〒500剖 48岐車県肱阜市酬4-15)

株式会社ナポカルコスメティックス(〒151心051東京都撰谷区千駄ヶ谷5仰の

日本製薬株式会社ライフテック部(〒598・8558大鵬泉佐野市住吉町26)
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共和コンクリート工業株式会社(〒060・0808糊繕札醜市北区北8条西3丁目指札幌エルプラザ11階)

総合科学株式会社(〒540-0024大櫛大阪市中央区繭町1-4-8)

(株)環境総合テクノス(〒541-0052大阪府大阪市中央区安土町1・3・5)

(株)日本港湾コンサルタント{干651仰白兵庫糊戸市中央区磯辺通3・1・2第三建大ピル 10階)

お詫び

57巻2号の目次(裏表紙)で以下の誤りがありました。関係の皆様にお詫び申し上げます。(編)

誤:北山太樹:三浦半島海藻図鑑ー海藻は海からの手紙一(高橋昭善・大森雄治 著)

正:大房剛:三浦半島海藻図鑑一海藻は海からの手紙一(高橋昭善・大森雄治著)

~ 

編集後記

57巻3号には， 8月に開催された第9回国際藻類学会議

(IPC9)の開催記，参加記を特集として掲載しました。

来の国際大会の開催に際して貴重な情報になることと思い

ます。私にとっても，大変貴重な経験となりました。関係者

の皆様，どうもお世話になりました。

我が国で開催した藻類学の国際会議としては最大規模の

大会となりましたが，大きなトラブルもなく成功裏に終了す

ることができました。開催にあたっての苦労談や記録は，将

早いもので，藻類学会34回大会をご案内する時期になり

ました。茨城県つくば市で来年3月にお会いできますことを

楽しみにしております。(寺田竜太)
~ 




